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正荷電微粒子鉄 コ ロ イ ドに よ る組織負荷電基

の 検出法
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発生中の ダ イ コ クネ ズ ミ肺に おけ る呼吸上皮

表面の 多糖成分の変化

岩月宏彦

（川崎医大 ・解剖 ）

酸性 ム コ 多糖酸性基 の 検 蹕 こ は
一

般 1ご跏 e

の 欽 コ ロ イ ド，
ア ル シ ア ン 青等が用 い られ る

が ， 従来 の 鉄 コ ロ イ ドは極端 な 酸｛生域（pH2

以 下 ）で の み 使朋 可能 で あ っ た 。 我々 の 開発

した カ コ ジ ル 酸鉄 コ ロ ・イ ド （Fe − Cac ）は pH

1．6 −−7．6 と広 い 範囲 で安定な 11E荷電 を もち ，

生理 ts．pE で の 染色 も百隴 で ， 組織内鯖 電基

の 検 出 に す ぐれ た 効果 を示す 。こ の Fe−　Cae

粒 子 は直径が 30 − 50Aで，電顕的観察 に も明

瞭な ｛象を与 え るが
一方で は浸透 性が わ る く紐

織深部の 観 察 に は不適 当 な 面 もあ っ た 。 今回

我 々 は ，
カ ：コ ジ ル 酸鉄錯塩 藩液を用 い 直径が

鉦 c 。c σ場 〜：痴 の 「モ荷 電微粒 子鉄 コ ma ド

（eFG 亙の を 作 る こ と に成功 した ・ こ の CK ｝ic

鰍
一c。 c と同様 に pH15

−7．6で 安 定な1L 荷電 を

もち s 各種 イ オ ン 交換樹脂 を用 い た モ デ ル 実

験 に よ っ て C猟 琵 cが イ オ ン 化 し て い る硫酸基

や カ ル ボ キ シ ル 基 と静電的な結合をする こ と

が 示 され 鵡 、電顕崩 に 闘定 した ラ
ッ ト腎 を G 一

ド（i．［c で浸漬染色 し た結果 で は ， 糸球体．ヒ皮

お よ び内皮細胞表讃τは い う濠 で もな く，
）
“
e
−

Cac で 染 ま りに．くか ．
っ たG ヨ3M 微 密1誕 濾過細

隙 も染色 され ， 光顕切片 へ の 浸 透 も・ヒく藩 占

液細胞，表皮顆粒遡等が 強染 され ， 組織内負

荷電基検出 に有用で ある こ とが わ か っ tこ 。

　胎生後期か ら出生直後 の ダ イ コ ク ネ ズ ミ で

肺組織 に 酵素処理 や メ チ ル 化を試み ，
コ P イ

ド鉄 と 7 ヱ リチ ン 標識 レ ク チ ン で染 めた ．発

生 に伴 う呼吸上皮の細胞表面の surfaee

coa 七（SG ）に 含まれ る 多糖成分の変化を調

べ ると ， 胎生 1ワ日で は ，肺は
一
様に柱形上

皮細胞に 被わ れ ， そ の SC に は GonA ， SB ．A，

PNA ，　RGA が強 く結合 した ．コ ロ イ ド鉄染

色の結果か ら判断する と ， こ の 時期 の 細 胞の

約 90 ％ が SG に 硫酸化糖が ， また約 50 ％に

ピ ア ル ロ ン 酸が検出された ．胎生 201 ヨで は

1一と皿型細 胞 が 区別さ れ る ように な り，H 型

細胞で は こ の 時期か ら急に ConA と SBA が

ほ とん ど結合しな くな っ た t 一方 ， 胎生期 に

PNA ，　RCA ，
ビ ア ル ロ ン 酸 と硫酸化糖 の 反応

が陽性で あ っ た E一や H型細胞 は発生が進むに

つ れ て そ の 割合が減 り ， 生後約 1 週間で そ れ

らの細胞は消失 した ．しか し ， 1型細 胞 の

ConA ，
　SBA とRCA ， 韮型細胞 の 硫酸化糖 ，

9−一と 靉型細胞の シ ア ル 酸の反応は何れ の 時期

で も陽性で ， 変化は見ら れ な か っ た ．こ れ ら

の 所見 か ら，細胞表面 の SG の 分化 は ，細胞

の形態 分化 の 終 了後 しば ら くして 完 了 す る と

思われる ．
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